第１７回 ふなばし環境フェア開催結果
１．目　的
市民・事業者及び行政それぞれが、環境意識を高め、健全で恵み豊かな環境の実現を目指すことを目的とし、環境フェアを開催する。
２．テーマ
「見て、さわって、作って考えよう　環境のことを！」
３．日　時　及び　会　場
平成２６年６月７日（土）　１０時から１６時
船橋市中央公民館　４・５・６階、及び館前広場
４．主催等
主　催：船橋市環境フェア実行委員会（４２団体）
内訳　市民　　２３団体

　　　事業者　１４団体

　　　学校　　　１団体

　　　行政　　　４団体

後　援：船橋市教育委員会
５．実施内容

①館前広場　参加２団体

　・メダカの生体展示　・苗の配布
　　　②４階会場　参加１団体

　　　　・ビンゴ大会を通じた企業の環境保全の取組み
③５階会場　参加７団体

　・ネイチャーゲーム　・地球温暖化防止対策の紹介
・環境に関する団体の活動発表会　など

④５階こどもイベント広場　参加８団体
・切り絵、どんぐり人形作り、三番瀬貝がら工作、手回し発電機の実験、

リサイクルクラフト（紙トンボ、カザグルマなど）など
⑤６階会場　参加３３団体
・パネル展示
　緑地保全活動、地球温暖化対策の紹介、環境に配慮したまちづくり、

ごみ減量等の美化活動、三番瀬の生きもの観察報告、企業の環境保護活動など
⑥来場者アンケート、チーバくんの缶バッジコーナー（５階第８集会室）、
ヨーヨー釣り（館前広場）

６．来場者数
約３，０００人

７．協賛金
　　　金９９,４６０円（市内企業等１３団体）

８．フェア全体についての総評（事務局より）

　梅雨入り直後の雨天開催となり、来場者数は例年より少ない約３,０００人となりました。

開会式では、鈴木恵子副実行委員長、松戸徹市長（来賓）の挨拶の後、姉妹都市提携２５

周年記念事業で来日中のデンマーク・オーデンセ市職員のストランドゴード氏も含めた３
人で環境への願いを込めた短冊を披露し、七夕の笹に飾りつけました。

前日から雨が降り続き、開催直後の来場者は少なく心配されましたが、その後は小雨に
なり、人が多く集まって活気があふれる結果となりました。
